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【
静
か
な
る
危
機
の

顕
在
化

２
０
２
５
年
１
月
２８
日
、
埼
玉
県
八

潮
市
で
発
生
し
た
下
水
道
管
破
損
に
伴

う
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
は
、
日
本

の
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
直
面
し
て
い
る

「
静
か
な
る
危
機

（サ
イ
レ
ン
ト

・
テ

ロ
）
」
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
ま
し
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
地
下
イ
ン
フ
ラ
が

一
斉
に
寿
命
を

迎
え
る
な
か
、
こ
の
事
故
は
単
な
る
地

方
都
市
の
不
幸
な
出
来
事
に
と
ど
ま
ら

ず
、
国
家
レ
ベ
ル
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
戦

略
を
根
本
か
ら
揺
る
が
す
象
徴
的
な
出

来
事
と
な
り
ま
し
た
。

事
故
か
ら
約
１
年
が
経
過
し
た
現
在
、

私
た
ち
は
こ
の
事
象
が
残
し
た
「陰
（深

刻
な
被
害
と
教
訓
と

と
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た

「光

（技
術
革
新
と
強
靭
化

ヘ

の
転
換
と

を
冷
静
に
分
析
し
、
次
世
代

へ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

１
．
市
民
へ
の
影
響

（陰
Ｙ
露
呈

し
た
生
活
基
盤
の
脆
弱
性

事
故
発
生
直
後
か
ら
、
周
辺
住
民
お

よ
び
広
域
の
社
会
基
盤
に
は
、
極
め
て

重
い
負
荷
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
被

害
は
直
接
的
な
破
壊
だ
け
で
な
く
、
日

に
見
え
な
い
健
康
被
害
や
経
済
的
損
失

へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。

１
‐
１
．
生
活
環
境
の
破
壊
と
健
康
へ
の

脅
威
現
場
周
辺
で
は
、
破
損
し
た
下
水
道

か
ら
漏
出
し
た
硫
化
水
素
に
よ
る
強
烈

な
悪
臭
が
充
満
し
ま
し
た
。
「家
の
中
に

ま
で
臭
い
が
染
み
込
み
、
生
活
が
で
き

な
い
」
と
い
う
住
民
の
悲
鳴
は
、
都
市

機
能
の
崩
壊
を
物
語

っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
深
刻
だ

っ
た
の
は
、
硫
化
水
素

に
よ
る
物
理
的
被
害
で
す
。
こ
の
ガ
ス

は
強
い
腐
食
性
を
持
ち
、
住
宅
の
エ
ア

コ
ン
室
外
機
、
Ｐ
Ｃ
、
給
湯
器
と
い
っ

た
精
密
機
器
の
金
属
接
点
を
瞬
く
間
に

腐
食
さ
せ
、
多
く
の
家
電
製
品
が
故
障

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
復
旧

工
事
に
伴
う
夜
間
の
振
動
や
騒
音
も
深

刻
で
し
た
。
行
政
側
は

「夜
間
６０
デ
シ

ベ
ル
の
基
準
内
」
と
説
明
し
ま
し
た
が

２４
時
間
続
く
大
型
重
機
や
杭
打
機
の
体

感
的
な
ス
ト
レ
ス
は
、
住
民
に
深
刻
な

睡
眠
不
足
と
精
神
的
苦
痛
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

１
１
２
．
広
域
的
な
社
会
・経
済
活
動
の

停
滞
事
故
の
影
響
は
八
潮
市
内
に
留
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
破
損
個
所
の
上
流
に

あ
た
る
１２
市
町
、
約
１
２
０
万
人
を
対

象
に
、　
一
時
は
水
道

・
下
水
道
の
使
用

自
粛
要
請
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
代
社

会
に
お
い
て
水
の
使
用
を
制
限
さ
れ
る

こ
と
は
、
市
民
生
活
の
み
な
ら
ず
、
飲

食
店
や
工
場

の
稼
働
を
停
止
さ
せ
る

「経
済
の
毛
細
血
管
」
の
切
断
を
意
味
し

ま
す
。　
ま
た
、
主
要
な
県
道
の
長
期
通

行
止
め
は
、
地
域
交
通
に
慢
性
的
な
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
近
隣
店
舗

で
は
来
客
数
が
１０
～
２０
％
減
少
し
、
現

在
も
埼
玉
県
と
補
償
基
準
や
支
払
い
時

期
を
巡
る
困
難
な
協
議
が
続
い
て
い
ま
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す
。
ｌ
ｉ
３
．
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
人
的

犠
牲
何
よ
り
も
重
い

「陰
」
は
、
走
行
中

の
ト
ラ
ッ
ク
が
陥
没
に
巻
き
込
ま
れ
、

７４
歳
の
運
転
手
が
命
を
落
と
し
た
こ
と

で
す
。
高
度
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た

世
代
の
国
民
が
、
そ
の
成
長
の
遺
産
で

あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
よ

っ
て
命

を
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
あ
ま
り

に
も
皮
肉
で
悲
劇
的
な
結
末
で
し
た
。

２
．
今
後
の
対
策
と
転
換

（光
γ

イ
ン
フ
ラ
刷
新

へ
の
胎
動

こ
の
悲
劇
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま

で

「見
え
な
い
存
在
」
と
し
て
後
回
し

に
さ
れ
て
き
た
下
水
道
管
理
の
在
り
方

に
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
改
革
の

光
が
差
し
込
み
始
め
ま
し
た
。

２
１
１
日
透
明
性
と
説
明
責
任
の
確
立

行
政
は
、
隠
さ
れ
が
ち
だ

つ
た

「
不

都
合
な
真
実

（老
朽
化
の
現
状
と

を
公

開
す
る
舵
を
切
り
ま
し
た
。
「
下
水
道
カ

ル
テ
」
の
公
表
に
よ
り
、
配
管
の
履
歴
、

点
検
頻
度
、
腐
食
度
合
い
を
市
民
が
把

握
で
き
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、
イ
ン

フ
ラ
を

「自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
る

土
壌
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
場
の
臭

気
や
振
動
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測

・

公
表
す
る
姿
勢
は
、
行
政
の
透
明
性
向

上
に
お
け
る

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

２
１
２
．
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
管
理
手
法
の
高
度

化こ
れ
ま
で
の
目
視
中
心
の
点
検
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た

「
予
防
保

全
」

へ
の
転
換
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

・
全
国
特
別
重
点
調
査
の
実
施

一
ド

ロ
ー
ン
や
打
音
調
査
、
地
中
レ
ー

ダ
ー
を
組
教
合
わ
せ
、
日
に
見
え

な
い
空
洞
を
早
期
に
発
見
す
る
体

制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

・
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
管
理

一
全
て
の

管
を
画

一
的
に
５
年
周
期
で
点
検

す
る
非
効
率
を
排
し
、
土
壌
条
件

や
布
設
年
数
、
腐
食
リ
ス
ク
に
応

じ
た

「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス

・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
」

へ
の
移
行
が
進
ん
で
い

ま
す
。

２
１
３
．
物
理
的
な
強
靭
化
と

「冗
長

性
」
の
確
保

２
０
２
６
年
１
月
現
在
の
復
旧
状
況

と
し
て
、
直
径
３
屑
の
強
固
な
鋼
製
セ

グ
メ
ン
ト
の
設
置
が
完
了
し
、
２
０
２

６
年
４
月
の
全
面
開
通
を
目
指
し
て
管

更
生
工
事

（樹
脂
補
強
）
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　
特
筆
す
べ
き
は
、
単
な
る

原
状
復
旧
で
は
な
く
、
約
４
キ
ロ肩
に
わ

た
る

「
下
水
道
管
の
複
線
化

（バ
イ
パ

ス
化
と
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ

の

「
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

（冗
長
性
と

の

確
保
は
、
万
が

一
の
事
故
時
で
も
都
市

機
能
を
停
止
さ
せ
な
い
、
強
靭
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
予
定
で
す
。

３
日
次
世
代

へ
の
責
任
と
国
家
の

動
向

八
潮
の
道
路
陥
没
事
故
は
、
国
を
動

か
す
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
、
こ
の
事
故
を

「
イ
ン

フ
ラ
危
機
の
転
換
点
」
と
位
置
づ
け
、
抜

本
的
な
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

３
１
１
．
国
土
交
通
省
に
よ
る
コ
一一つ
の

柱
」
１
　
予
防
保
全

へ
の
完
全
移
行

一
壊

れ
て
か
ら
直
す

「事
後
保
全
」

を
捨
て
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
大
規
模
陥
没
リ
ス
ク
の
あ
る

管
路

の
健
全
性
確
保
率
１
０

０
％
を
目
指
す
目
標

「
予
防
保

全
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

２
　
個
別
補
助
制
度
の
新
設

¨
２
０

２
６
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

使
途
を
老
朽
化
対
策
に
限
定
し

た
補
助
制
度
を
創
設
。
自
治
体

が
予
算
を
確
実
に
水
イ
ン
フ
ラ

更
新
に
充
て
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
ま
し
た
。

３
．
ウ
ォ
ー
タ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（官
民
連

携
）
の
推
進

一
人
材
不
足
に
悩

む
自
治
体
を
支
援
す
る
た
め
、

民
間
技
術

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る

「
ウ
ォ
ー
タ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」

を
導
入
。
水
道

・
下
水
道
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
件
の
目
標
を
掲
げ
、

効
率
的
な
経
営
体
制

へ
の
移
行

を
促
し
て
い
ま
す
。

３
１
２
．
財
政
的
裏
付
け

２
０
２
６
年
度
予
算
案
で
は
、
上
下

水
道
関
連
予
算
を
前
年
度
比
１５

ｏ
８
％

増
の
約
１
６
０
２
億
円

へ
と
大
幅
増
額
。

さ
ら
に
「国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」

と
し
て
、
５
年
間
で
１０

・
６
兆
円
と
い

う
巨
額
の
投
資
枠
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
潮
事
故
の
早
期
復
旧
と
調
査
の
た
め

に
投
入
さ
れ
た
１
４
４
億
円
の
予
備
費

は
、
国
の
強
い
危
機
感
の
表
れ
と
言
え

ま
す
。

４
．
海
外
メ
デ

ィ
ア
の
視
点
と
市

場
の
反
応

こ
の
事
故
は
世
界
に
も
大
き
な
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
は
、
日

本
の
現
状
を

コ
ミ

あヽ
計ご
ｏ
ご
お

弓
一Ｂ
①

ω
ｏ
Ｂ
ぴ
（イ
ン
フ
ラ
の
時
限
爆
弾
と

と

呼
び
、
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
国
家
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断面 (イメージ)
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が
共
通
し
て
直
面
す
る

「老
朽
化
と
少

子
高
齢
化
」
の
複
合
危
機
と
し
て
報
じ

ま
し
た
。

し
か
し

一
方
で
、
日
本
が
こ
の
危
機

に
対
し
て
見
せ
た
「
迅
速
な
政
策
転
換
」

や
、
Ａ
Ｉ

・
衛
星
を
活
用
し
た

「
漏
水

予
兆
検
知
」
な
ど
の

最
新
技
術
は
、
世
界

の
都
市
に
と

っ
て
も

貴
重
な
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
の
技
術
を

「
イ

ン

フ
ラ
管

理

パ

ッ

ケ
ー
ジ
」
と
し
て
海

外
展
開
す
る
新
た
な

好
機
（光
）
に
も
な

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
株
式
市
場

で
は
、
」ゝ
れ
ま
で
「地

味
な
公
共
事
業
」
と

見
な
さ
れ
て
い
た
上

下
水
道
セ
ク
タ
ー
が
、

「成
長
・防
衛
の
最
前

線
」
市
場
と
し
て
再

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｊ
Ｓ
や
日
水

コ
ン
、

積
水
化
学

工
業

と

い
っ
た
調
査

・
補
修

技
術
を
持

つ
企
業
の

株
価
急
騰
は
、
社
会

の
安
全
を
支
え
る
技

術
に
対
す
る
市
場
の
正
当
な
評
価
で
あ

り
、
持
続
可
能
な
管
理
体
制
を
支
え
る

経
済
的
基
盤
と
な
る
で
し
ょ
う
。

結
び
に
代
え
て

¨
事
後
対
応
か
ら

予
防
保
全

ヘ

八
潮
の
事
故
が
私
た
ち
に
突
き
つ
け

た
の
は
、
「
形
あ
る
も
の
は
必
ず
朽
ち

る
」
と
い
う
冷
厳
な
事
実
と
、
そ
れ
を

放
置
す
る
こ
と
の
代
償
の
大
き
さ
で
す
。

私
た
ち
は
今
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト

（Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
最
適
化
を
目
指
し
、

５０
年
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た

「
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
確
立
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
上
下
水
道
の
劣

化
を
正
し
く
診
断
で
き
る
専
門
人
材
を

育
成
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
健
康
診

断
を
継
続
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の

コ
ス
ト
を
地
域
全
体
で
支
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
強
化
こ
そ
が
、
事
故
と
い

う
深
い

「陰
」
か
ら
私
た
ち
が
手
に
す

る
べ
き
、
真
の
「光
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
「
不
都
合
な
真
実
」
を
共
有
し
、
一
歩

ず

つ
地
下
の
安
全
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
。
そ
れ
が
、
失
わ
れ
た
尊
い
命
に

対
す
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
次
世

代

へ
の
最
大
の
贈
り
物
と
な
る
は
ず
で

す
。

復旧工事の状況 (埼玉県公表資料 )

鋼製セグメント (新設管)の設置
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